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急速に発展していく新興の大都市・江戸。浮世絵はその自由な気風の中で、庶民の娯
楽として生み出された。やがて、豪商や大名にいたるまで、あらゆる階層の人々に楽
しまれるようになってゆく。当世きってのメディアであり、最新流行を伝える刺激的
な江戸土産であり、豪商の集まりを盛り上げる座興の具であり、時に借金で首の回ら
ぬ大名からの金貸しへの下賜品ともなった浮世絵。それは、繁栄し爛熟した社会の経
済・流通・生活、そして喜怒哀楽の縮図ともなっている。浮世絵で読む闊達な江戸の
全姿。
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